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・輪講や卒業研究を進める過程で学んだ関連論文や図書などを記載する．
・指導教員の自署による署名・捺印は省略可とするが，指導教員に内容を確認して頂くこと．
・関連論文には、過去の卒論や修論を含めても良いこととする．
・作成後、卒業論文の最後に綴じること．

